
寛
永
二
十
年
十
月
前
川
光
高
の
務
総
朕
に
は
、
妙
成

寺
の
こ
と
を
櫛
谷
寺
と
記
し
て
あ
る
。
叉
能
資
名
跡

志
に
は
、
『
櫛
谷
寺
は
.
布
.
動
山
一
献
の
敬
院
の
大
地
な
り

し
が
、
永
仁
二
年
頃
の
住
腕
莱
微
阿
附
梨
と
い
ふ
は

云
々
。
』
と
て
、
采
微
が
日
像
に
蹄
伏
し
て
妙
成
寺
を

鶴
谷
寺
の
治
祉
に
聞
い
た
如
〈
に
記
し
て
ゐ
る
。

タ
キ
ナ
ミ
ジ
ン
ジ
ヤ
多
伎
奈
鵡
神
社
能
美
郡

長
溺
に
あ
る
。
延
喜
式
跡
名
帳
の
多
伎
奈
揃
紳
祉
で
、

約
日
本
後
紀
に
嘉
祥
二
年
各
十
周
加
賀
凶
漉
浪
跡
に

従
五
位
下
を
授
け
奉
る
と
し
、
三
代
・
目
録
一
苅
腿
二
年

七
用
入
日
加
利
回
附
従
況
枕
上
櫛
披
紳
に
正
一
点
依
下
を

授
く
と
し
、
日
本
紀
略
延
寓
十
一
年
三
月
什
八
日
加

賀
凶
湖
浪
紳
に
従
凶
悦
下
を
授
く
と
す
る
も
の
皆
是

で
あ
る
。
又
式
内
等
笛
枇
記
に
も
、
『
多
伎
奈
捕
前

祉
。
式
内
一
座
。
山
上
郷
長
揃
村
銀
座
。
今
群
=
白
山

枇
4

有
=
布
襖
リ
七
段
流
下
。
放
云
n

七
湖
刊
一
名
包

郵
。
』
と
見
え
る
。
明
治
の
初
翻
浪
祉
と
い
ひ
、
廿
二

年
調
浪
跡
祉
に
改
め
た
。

タ
キ
ナ
ミ
ジ
ン
ジ
ヤ
灘
混
神
社
能
美
榔
大
野

に
在
る
o
緩
帯
.h

制
に
、
『
多
伎
奈
捕
の
前
枇
、
大
野
村

事
跡
の
地
な
り
。
枇
家
枇
併
も
な
く
、
山
の
館
に
祉

の
形
六
七
尺
四
方
、
柴
を
純
絡
に
て
投
開
蚊
体
な
り
。

古
へ
の
枇
地
は
山
上
な
り
。
巾
略
。
三
代
目
録
に
、

元
陸
年
中
加
賀
凶
櫛
・
波
紳
に
正
五
依
下
を
授
く
と
あ

り
。
』
と
あ
る
。
し
か
し
、
本
祉
を
元
山
間
の
縮
技
跡
と

同
一
と
す
る
は
挺
は
し
い
。

タ
キ
ノ
ウ
へ
灘
ノ
ム

字
。タ
キ
ノ
ウ
ヘ

認
務
。

， 

瀧
ノ
上

能
楽
部
商
俣
の
内
の
小

鳳
主
泌
本
郷
に
臨
す
る

タ
キ
ノ
シ
タ
マ
ツ
ネ
讃
ノ
下
松
根
河
北
郡
五

ケ
庄
に
属
す
る
部
wm
。
郷
村
名
義
抄
に
、
附
廷
に
澗

あ
る
を
以
て
名
づ
け
る
と
あ
る
。
他
の
松
桜
村
と
匿

タ
キ
l

タ
ケ

別
し
た
の
で
あ
る
o

aキ
ノ
シ
日
灘
ノ
尻

字
0

・

タ
キ
ノ
シ
リ
澱
ノ
尻

字。タ
キ
ノ
シ
リ
イ
シ
讃
ノ
尻
石

ジ
下
山
石
。

タ
キ
ノ
ポ
ウ
潜
ノ
鵠
珠
洲
郡
木
郎
郷
に
鴎
す

る
邸
孫
。

タ
キ
ノ
マ
ノ
コ
ウ
シ
ヤ
ク
灘
之
聞
の
講
籍
金

持
城
内
二
，
丸
山
限
内
榔
之
聞
に
於
い
て
、
保
周
入
日
・

サ
三
日
に
終
絡
を
講
じ
、
物
顕
以
上
老
臣
に
京
る
ま

で
列
席
腿
瀞
し
、
滞
侠
・
諸
公
子
も
亦
之
に
臨
ん
だ
。

こ
れ
を

mに
用
次
郡
神
と
も
言
ひ
、
時
宜
に
よ
り
別

検
之
附
を
用
ひ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
滞
政
の
末
期
前

閃
細
川
容
の
時
代
に
多
く
見
え
る
。

タ
キ
ノ
ミ
ヤ
瀦
ノ
官
石
川
郡
白
山
ハ
部
落
名
〉

の
地
内
な
る
般
市
の
瀦
の
傍
に
在
っ
た
。
白
山
記
な

る
白
山
本
宮
の
傑
に
、
『
漉
跡
、
本
地
不
動
』
と
見
え

る
。
三
宮
古
記
の
白
山
二
季
祭
櫨
御
供
民
政
事
の
僚

に
、
澗
宮
況
騰
と
あ
る
か
ら
、
祭
紳
は
五
座
で
あ
っ

た
ら
し
い
が
、
延
文
二
年
の
白
山
溜
宮
記
に
は
、
『
文

保
三
年
九

nご
十
日
夜
澗
宮
御
溜
宮
、
祭
紳
四
座
、

紙
占
に
在
之
。
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
他
の
一
座

は
相
股
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

タ
キ
ノ
ミ
ヤ

εヨ
ウ
ジ
ン
議
J

宮
明
神
鳳
京

都
挟
石
に
在
っ
て
、
文
政
祉
披
帳
に
満
宮
大
明
紳
と

栽
せ
る
。
今
術
館
紳
枇
と
殴
め
た
。

タ
キ
マ
タ
溜
又
臨
芸
部
大
屋
庄
に
鴎
す
る
部

落
。
能
賞
誌
に
、
『
稿
文
村
は
、
音
は
山
深
〈
、
諸
木

生
茂
り
、
大
な
る
翻
有
之
放
の
名
な
り
。
』
と
あ
る
。

タ
キ
マ
タ
溜
又
鳳
至
郡
浦
上
の
内
の
小
手
。

タ
キ
マ
タ
灘
叉
.
岡
京
都
梶
の
内
の
小
手
。

路
島
郡
大
闘
の
内
の
小

路
島
郡
熊
測
の
内
の
小

J
Y
モ
ヤ
マ
イ

タ
タ
ダ
ジ
ヨ
ウ
宅
田
誠
長
谷
畑
山
信
越
の
域
社

は
、
・
邸
主
部
宅

m題
務
上
野
と
い
ふ
聞
に
在
っ
て
、

そ
の
墳
祭
の
存
す
る
山
停
か
ら
近
い
。
能
資
名
跡
志

に
、
『
城
跡
は
同
じ
き
鍛
き
宅
問
村
と
い
ふ
に
在
。
。

今
も
地
名
に
一
番
町
な
ど
と
で
あ
っ
て
、
城
下
の
時

氏
耐
住
吉
宮
な
ど
あ
り
。
そ
の
後
に
城
地
を
穴
水
へ

移
せ
し
也
。
』
と
あ
る
。

タ
キ
モ
ト
イ
ハ
ミ
灘
本
石
見
能
美
郡
小
松
の
一
タ
ク
ハ
ヘ
ギ
ン
・
審
銀

J
タ
グ
ハ
ヘ
マ
イ
菩

鎚
工
。
屋
践
を
鍋
屋
と
も
清
水
屋
と
も
い
う
た
。
そ
一
米
。

の
澗
は
入
脇
村
清
水
山
に
住
し
て
鐙
物
を
業
と
し
た
一
タ
タ
ハ
へ
マ
イ
醤
米
天
保
四
年
入
用
加
賀
滞

が
、
後
小
松
に
来
。
工
場
を
設
け
、
そ
の
所
を
消
水
一
は
本
年
の
作
況
不
良
な
る
を
殻
知
し
、
荒
年
に
践
す

町
と
い
は
れ
た
。
明
和
の
頃
の
次
左
衛
門
は
技
術
健
一
る
岱
貯
殺
の
令
守
護
し
た
が
、
そ
れ
を
賀
行
ず
ろ
を

努
で
、
高
辻
少
納
言
の
御
用
を
承
り
、
迭
に
揃
脚
本
.
石
一
得
な
か
っ
た
。
然
る
に
五
年
に
は
作
柄
快
復
し
た
の

見

の

名

を

賜

は

っ

た

。

一

で

、

十

月

一

作

限

り

二

関

石

の

上

納

を

命

じ

た

と

こ

ダ
キ
モ
リ
抱
守
滞
侯
の
諸
公
子
の
附
裁
で
、
一
ろ
、
年
内
に
一
部
七
千
石
を
納
れ
、
残
俄
は
笠
年
鋭

保
仰
の
任
に
詰
る
者
を
御
抱
守
と
い
う
た
。
御
抱
守
一
納
と
し
た
。
之
を
御
欝
米
・
御
相
官
鋭
と
名
づ
け
る
。

は
必
ず
し
も
抱
擁
綬
育
す
る
の
義
で
な
い
か
ら
、
公
一
・
後
諸
都
冥
加
の
鋸
米
銀
を
献
納
す
る
者
が
あ
っ
た
か

子
の
成
人
元
服
す
る
に
主
る
ま
で
側
近
に
在
っ
た
。
一
ら
、
天
保
七
年
以
降
救
他
の
錦
に
之
を
支
出
し
、
或

平
士
申
潜
器
の
人
物
を
以
て
之
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
は
諸
却
に
貸
附
し
て
利
殖
し
、
十
三
年
か
ら
は
籾
を

タ
キ
ヤ
マ
ダ
キ
灘
山
由
鴎
鳳
豆
郡
河
内
の
山
中
一
以
て
貯
開
院
す
る
こ
と
に
し
た
。

に
在
っ
て
、
下
流
大
川
に
入
る
。
高
さ
二

O
米
・
幅
一
ダ
ケ
ガ
ハ
録
川

J
マ
ヘ
ナ
ミ
ガ
ハ
前
・
波
川
。

一
米
0

・

タ

ケ

ガ

ハ

ナ

た

け

が

鼻

邸

主

榔

内

捕

〈

部

務

名
〉
か
ら
東
方
に
在
る
脚
。

タ
ケ
サ
ダ
セ
ン
セ
イ
ネ
ン
プ
武
良
先
生
年
鰭

七
加
。
有
制
作
武
点
自
恨
の
年
制
で
、
天
和
二
年
か
ら

元
文
三
年
五
十
七
践
に
去
る
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

タ
ケ
ザ
ハ
竹
漂
珠
洲
郡
正
悦
郷
に
踊
す
る
畑
山

務。

タ
キ
マ
タ
イ
シ
議
叉
石
鳳
軍
部
梶
か
ら
産
す

る
石
材
。
安
山
岩
質
凝
灰
岩
に
し
て
、
鼠
色
の
安
山

岩
質
石
基
中
に
、
長
石
類
の
分
解
し
た
髄
石
様
大
礁

を
多
搬
に
含
み
、
閑
々
黒
色
の
大
塊
を
介
在
せ
し
め

る。

濃
町

鳳
軍
部
仁
岸
郷
に
鴎
す
る
部

タ
キ
マ
チ

務。タ
ク
イ
ン
ジ
託
因
寺

民
衆
東
振
に
臨
す
る
。

タ
タ
ジ
ヨ
ウ
卓
丈

J
オ
ホ
ハ
ジ
タ
ク
ジ
ヨ
ウ

大
橋
卓
丈
。

タ
ク
ジ
ヨ
ウ
ハ
イ
カ
イ
シ
ユ
ウ
卓
丈
俳
簡
集

一
般
。
金
・
揮
の
俳
人
十
丈
悶
卓
丈
の
震
句
を
集
め
た

も
の
で
あ
る
。
稿
本
で
停
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

タ
ク
ゼ
ン
ジ
詫
善
寺
鹿
島
郡
最
勝
訴
に
在
っ

て
、
長
宗
東
涯
に
属
す
る
。

タ
タ
ダ
宅
田
鳳
至
郡
河
原
田
郷
に
臨
す
る
部

務。

期
羽
咋
郡
河
内
に
あ
っ
て

タ
ケ
ザ
ハ
ゴ
テ
ン
竹
還
御
殿
前
聞
持
臆
の
養

老
腕
で
、
今
の
粂
六
間
内
に
在
っ
た
。
殿
閥
は
文
政

ご
年
六
周
廿
八
日
街
初
の
式
を
行
ひ
、
四
ヶ
年
を
経

て
功
を
逢
げ
、
五
年
十
一
周
廿
}
日
四
十
一
践
を
以

て
領
闘
を
悦
子
に
説
り
、
十
二
用
十
六
日
新
殿
へ
移

五
ご
一
一


